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障
害
者
総
合
支
援
法
の

今
後
の
動
向
と

介
護
保
険
の
適
用
問
題

河
原
雄
一
氏(

神
奈
川
県

知
的
障
害
福
祉
協
会
・
会
長)

◆
先
の
社
会
保
障
審
議
会
・
障

害
者
部
会
の
報
告
書
で
、
障
害

福
祉
分
野
に
お
け
る
“
自
助
・

共
助
・
公
助
”
が
強
調
さ
れ
、

そ
れ
が
社
会
保
障
だ
と
す
る

こ
れ
ま
で
に
な
い
考
え
方
が

入
っ
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
な
お
、
今
回
の
法
改
正

で
は
介
護
保
険
の
利
用
者
負

担(

１
割)

に
つ
い
て
、
一
定
の

条
件
に
該
当
す
る
人
の
場
合
、

「
自
己
負
担
分
を
一
旦
払
っ

て
も
ら
い
後
日
戻
す
」
と
言
う

仕
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

◆
介
護
保
険
の
適
用
に
関
し

て
は
、
行
政
が
強
制
的
に
移
行

さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
全
国

的
に
見
受
け
ら
れ
、
神
奈
川
県

内
で
も
対
応
は
マ
チ
マ
チ
で

あ
る
。
こ
れ
は
市
町
村
に
よ
っ

て
厚
生
労
働
省
通
知
の
解
釈

に
違
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、

そ
れ
を
無
く
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

県
、
及
び
政
令
指
定
都
市
に

お
け
る
障
害
福
祉
の
取
組
み

市
川
高
弘
氏(

神
奈
川
県
知

的
障
害
者
施
設
団
体
連
合
会
・

会
長)

◆
県
施
団
連
は
４
地
区
の
協

議
会
の
活
動
が
主
体
で
あ
る
。

川
崎
地
区
の
場
合
、
20
年
前

か
ら
行
政
の
指
導
の
下
に
施

設
協
議
会
が
設
け
ら
れ
て
い

る
が
、
さ
ら
にN

P
O

法
人
地
域

障
害
者
福
祉
協
会
を
作
り
、
川

崎
市
に
具
体
的
な
要
望
を
行

っ
て
い
る
。

市
長
へ
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
３
年
前
ま
で
は
膨
大
だ
っ

た
も
の
を
A4
版
５
～
６
ペ
ー

ジ
に
縮
小
し
、
市
長
に
直
接
手

渡
し
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
細

か
い
意
見
に
つ
い
て
は
係
長

ク
ラ
ス
に
渡
す
と
と
も
に
、
施

設
長
会
の
７
つ
の
分
科
会
で

意
見
交
換
を
し
て
い
る
。

◆
地
域
生
活
移
行
に
つ
い
て

は
、
川
崎
市
内
の
入
所
施
設
と

し
て
桜
の
風
が
加
わ
り
、
少
々

難
し
い
と
思
わ
れ
る
方
の
地

域
移
行
が
積
極
的
に
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

高
山

健
氏

(
横
浜
知
的
障
害
者
関
連

施
設
協
議
会
・
会
長)

◆
当
協
議
会
に
は
、11

0

の
入

所
・
通
所
施
設
が
加
入
し
て
い

る
。
そ
の
他
に
地
域
作
業
所
も

多
く
あ
る
の
で
、
障
害
福
祉
分

野
と
し
て
は
一
枚
岩
で
は
な

い
。
私
た
ち
に
は
、
行
政
と
一

緒
に
汗
を
か
き
な
が
ら
、
横
浜

市
の
障
害
福
祉
を
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
る
。
平
成
29
年
度
の
施
策

に
つ
い
て
は
、
市
の
担
当
部
長

等
と
３
か
月
間
に
６
回
議
論

を
し
て
、
要
望
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
し
た
。

◆
横
浜
市
は
18
行
政
区
を
県

か
ら
独
立
し
た
特
別
区
と
し

て
活
動
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
例
え
ば
、
相
談
支
援
の

分
野
で
の
事
業
展
開
が
十
分

で
は
な
く
、
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
を

認
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
県
・
国
の
評
価
は
低

い
。
他
方
、
強
度
行
動
障
害
者

に
特
化
し
た
「
住
ま
い
の
在
り

方
検
討
」
を
行
う
な
ど
、
先
進

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

福
岡
新
司
氏

(

神
奈
川
県
知
的
障
害
者
施
設

団
体
連
合
会
・
事
務
局
長)

◆
県
域
の
協
議
会
に
加
盟
し

神
奈
川
県
知
的
障
害
者
施
設
団
体
連
合
会

と
の
意
見
交
換
会
の
報
告

５
月
26
日
、
神
奈
川
施
保
連
と
神
奈
川
県
知
的
障
害
者
施
設

団
体
連
合
会(

以
下
「
県
施
団
連
」
と
略
称
し
ま
す)

と
の
意
見

交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
神
奈
川
施
保
連
か
ら
岩
本
会
長

ほ
か
９
名
、
県
施
団
連
か
ら
神
奈
川
県
知
的
障
害
福
祉
協
会
・

河
原
会
長
ほ
か
３
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
率
直
な
意
見
を
交
わ

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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て
い
る
施
設
は

2
0
2

で
あ

り
、
加
入
し
て
い
な
い
施

設(
Ｇ
Ｈ
が
多
い)

も
結
構

あ
る
。
県
と
の
関
係
で
は

企
画
政
策
委
員
会
が
あ
り
、

毎
月
県
の
障
害
福
祉
課
の

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
の

間
で
情
報
交
換
を
し
て
い

る
。
各
市
町
村
に
対
し
て

は
、
県
と
地
域
独
自
の
も

の
に
つ
い
て
要
望
書
を
出

し
て
い
る
が
、
一
部
回
答

が
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ま
た
、
虐
待
を
ゼ
ロ
に
す

る
た
め
の
人
権
研
修
と
、

3
0
0

人
規
模
の
「
実
践
報
告

会
」
を
毎
年
実
施
し
て
い

る
。

◆
以
前
は

60
人
規
模
の
施

設
で
、
年
間2

,
5
0
0

万
円
の

県
運
営
費
補
助
金
が
あ
っ

た
が
、
平
成

22
年
で
終
了

し
た
。
ま
た
、「
級
地
区
分
」

と
言
う
地
域
手
当
が
あ
る

が
、
０
％
の
地
域
も
あ
る

一
方
、
職
員
給
与
は
県
内

一
律
な
の
で
、
県
域
の
施

設
は
経
営
の
厳
し
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。

今
井
康
雅
氏(

相
模
原
市
協

会
・
総
務
担
当)

相
模
原
市
の
状
況

◆
相
模
原
市
知
的
障
害

福
祉
協
会
の
会
員
数
は
22

施
設
の
み
。
障
害
者
自
立
支

援
法
施
行
以
降
、
全
障
害
が

同
法
で
括
ら
れ
た
の
で
、

「
相
模
原
市
障
害
福
祉
事

業
所
協
会
」
を
主
体
に
活
動
、

現
在
、
知
的
・
身
体
・
精
神
・

児
童
・
重
心
の
51
事
業
所
が

加
入
し
て
い
る
。
平
成
22
年

政
令
市
と
な
り
、
２
年
前
か

ら
障
害
政
策
課
と
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
課
の
２
課
体

制
と
な
る
。
ま
た
川
崎
市
を

参
考
と
し
た
提
案
事
業
加

算
（
約
１
割
上
乗
せ
）
等
の

市
単
補
助
が
あ
る
。

◆
国
は
65
歳
以
上
通
所

者
に
対
す
る
介
護
保
険
優

先
は
原
則
で
必
要
性
に
配

慮
す
る
旨
の
通
知
を
発
出
。

一
方
市
内
で
知
ら
ぬ
間
の

介
護
保
険
移
行
例
が
あ
り

会
員
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

実
施
、
事
業
種
別
や
担
当
Ｃ

Ｗ
に
よ
り
対
応
が
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
実
態
に
つ
い
て
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
に

見
解
を
確
認
す
る
な
ど
の

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

主
な
意
見
交
換

◆
65
歳
問
題

・
こ
れ
に
関
す
る
２
つ
の
調

査
に
よ
る
と
、
10
％
程
度
の

市
町
村
が
「
65
歳
に
な
っ
た

ら
即
介
護
保
険
適
用
」
と
言

う
頑
な
姿
勢
を
と
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
県

施
団
連
と
家
族
会
等
が
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
反
対
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

・
在
宅
の
人
が
要
介
護
認
定

を
受
け
た
後
で
、
介
護
保
険

が
使
え
な
い
と
い
う
ト
ラ

ブ
ル
も
あ
る
。
市
町
村
か
ら

介
護
認
定
を
受
け
る
よ
う

求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
ま
ず

施
設
に
相
談
し
て
も
ら
う

の
が
良
い
と
思
う
。

◆
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

財
源
関
係

・
国
の
施
策
が
、
障
害
福
祉

の
財
源
を
い
か
に
削
減
す

る
か
に
焦
点
が
当
た
っ
て

い
て
、
そ
の
辻
つ
ま
合
わ
せ

に
い
ろ
い
ろ
と
言
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

不
信
感
が
あ
る
。

・「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
に

つ
い
て
言
え
ば
、
知
的
障
害

者
に
と
っ
て
果
た
し
て
自

助
が
あ
る
の
か
。
公
助
を
受

け
な
い
と
最
低
の
生
活
も

で
き
な
い
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
福
祉
の
あ
る
べ
き
姿
か

ら
外
れ
て
し
ま
う
危
惧
が

あ
る
。

◆
家
族
会
等
に
対
す
る
要
望

・
施
設
と
家
族
会
等
の
信
頼

関
係
が
重
要
で
あ
る
。
家
族

会
等
が
ま
と
ま
っ
て
い
る

と
、
個
人
で
も
施
設
に
物
が

言
い
や
す
く
な
る
。

・
施
設
運
営
は
、
理
事
会
側

と
家
族
側
が
両
輪
に
な
ら

な
い
と
だ
め
だ
と
思
う
。
ま

た
、
今
も
支
援
員
を
「
先
生
」

と
呼
ぶ
家
族
も
い
る
が
、
そ

れ
は
や
め
て
欲
し
い
。

◆
そ
の
他

・
人
間
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
研
修
が
必
要
と
は
思
う

が
、
毎
日
の
支
援
の
中
で
チ

ー
ム
を
組
ん
で
、
良
い
と
こ

ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
認
め

合
い
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く

こ
と
が
、
よ
い
研
修
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

・
入
所
施
設
が
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
例
え

ば
居
室
の
個
室
化
と
言
っ

た
入
所
施
設
の
再
整
備
な

ど
を
、
国
の
責
任
で
や
る
べ

き
で
あ
る
。

ま
と
め

本
日
は
、
中
身
の
濃
い
意

見
交
換
と
、
県
施
団
連
と
家

族
の
会
等
と
の
共
通
認
識

の
確
認
が
で
き
、
非
常
に
有

意
義
で
し
た
。
今
後
も
こ
の

よ
う
な
会
合
を
、
双
方
の
都

合
の
よ
い
時
期
を
選
ん
で

年
２
回
ぐ
ら
い
開
催
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

業
務
繁
忙
の
時
期
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ご
出
席
く
だ

さ
っ
た
県
施
団
連
の
皆
様

に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


